別紙８（市暴力団排除規則関係）
　　誓　　約　　書
　　　　　　　　　年　　　月　　　日
高知市長　様
氏名又は名称
及び代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
住　　所
　私は，高知市事業等からの暴力団の排除に関する規則（平成23年高知市規則第28号。以下「暴力団排除規則」という。）に基づき，市の事務又は事業により暴力団を利することとならないように必要な措置を講じていることを認識したうえで，下記事項について誓約します。
　なお，これらの事項に反する場合，体験の機会の場の認定の取消等，貴市が行う一切の措置について異議の申し立てを行いません。
記
１　申請者又はその役員若しくは使用人は，暴力団排除規則第４条各号のいずれにも該当しません。
２　上記１に違反したときには，体験の機会の場の認定の取消等，市が行う一切の措置について異議の申し立てを行いません。
備考
１　提出者が法人その他の団体の場合にあっては，法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し「住所」については，主たる事務所の所在地を記載すること。
２　氏名（法人その他の団体にあっては，その代表者の氏名）を記載し，押印することに代えて，本人（法人その他の団体にあっては，その代表者）が署名することができる。
３　用紙の大きさは，日本工業規格Ａ４とすること。

○高知市事業等からの暴力団の排除に関する規則（抜粋）


（市の事業等からの暴力団の排除）


第４条  市長は，市の事業等の契約等の相手方又はその役員等について警察等関係機関が次の各号のいずれかに該当する者として確認したときは，次条から第９条までに定めるところにより，市の事業等から排除するための措置を講ずるものとする。


⑴  暴力団又は暴力団員等


⑵　その契約に係る業務又は補助金等に係る事業（以下「業務等」という。）に関し，暴力団員等を使用したと認められる者


⑶　暴力団員等を雇用している者


⑷　いかなる名義をもってするかを問わず，暴力団に対して，金銭，物品その他財産上の利益を与えたと認められる者


⑸　暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認められる法人の役員である者


⑹　その業務等に関し，暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認められる法人等を利用していると認められる者


⑺　市の事業等に関し，暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認められる法人等を利用していると認められる者


⑻　その他暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していると市長が認める者









